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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 コンクリート舗装は、アスファルト舗装に比べて耐久性に優れるが、主に、コンクリートの養生のために交
通開放が遅れること、およびアスファルト舗装と異なる施工機械が必要なことから、施工実績が少ない。そこ
で、養生期間が短く、かつアスファルト舗装と同じ機械で施工が可能な転圧コンクリート舗装が開発され、1990
年に技術指針案が発行された。しかし、転圧コンクリート舗装は、路面性状が悪く、重荷重載荷場所や広いヤ
ードへの適用が困難と判断され、普及に至らなかった。 
 本論文の著者は、その原因が、コンクリートの配合の不安定性と舗設技術の不整備により、コンクリートが
期待どおりに締め固められなかったことにあると考え、コンクリートの配合設計方法および施工方法の改善に
ついて、各種の室内実験と十数年間の追跡調査を含む現場実験により検討した。 
 その結果、転圧コンクリート舗装におけるコンクリートの施工のしやすさは修正VC値と呼ばれる試験値によ
り評価でき、その値は細骨材の間隙容積をセメントペーストが占める割合と粗骨材の間隙容積をモルタルが占
める割合に強く支配されることを明らかにし、これらの研究成果を用いて新しい配合設計方法を考案している。 
 また、舗設においては、ローラによる転圧の前に、締め固めながら平坦に敷きならしておくこと、および骨
材飛散をなくすため転圧時に水平方向の分力を小さく抑えることが必要なことを見出し、それらが既存のダブ
ルタンパ型アスファルトフィニッシャと新しく開発した2軸直進ローラの使用により可能になることを明らか
にしている。 
 さらに、凝結遅延剤を用いた2層施工とフレッシュジョイント工法とにより、重荷重載荷場所で必要となる
厚いコンクリート版の転圧、およびヤード舗装で必要となる施工継ぎ目の荷重伝達性能の改善が可能なことを
明らかにしている。 
 以上のとおり、本論文の著者は、転圧コンクリート舗装を普及させるために必要なコンクリートの新しい配
合設計方法と施工方法を提案することに成功している。これらの研究成果は舗装工学および建設材料学の発展
に寄与するところが大きい。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認
める。 
 
